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検体採取方法





https://www.bdj.co.jp/pdf/48-kentai.pdf



NEJM Procedure: Collection of Nasopharyngeal Specimens with the Swab Technique

鼻腔拭い液の採取法

山形大学「8:検体採取の方法」【約3分】

参考動画

・動画ではウイルス用の上気道検体採取セットを用いており、スワブは折って中に入れています。

https://www.youtube.com/watch?v=bNZDoliTMDk

※下のURLをクリックしてご覧ください。

※下のURLをクリックしてご覧ください。

https://www.youtube.com/watch?v=DVJNWefmHjE
https://www.youtube.com/watch?v=bNZDoliTMDk


検体採取時のPPE



⼀時的に大量のエアロゾルが発⽣しやすい状況※においては、上記に
N95 マスクを追加します。N95 マスクを装着するたびにユーザーシー
ルチェックを実施します 検体採取は原則N95マスクで実施-徳島県

※エアロゾルが発⽣しやすい状況：気管挿管・抜管, NPPV 装着, 気管切開術, ⼼肺蘇⽣, 用⼿換気, 気管⽀鏡検査、ネ
ブライザー療法、誘発採痰など



• (1) 個⼈防護具

• 通常は眼・⿐・⼝を覆う個⼈防護具（アイシールド付きサージカルマス
ク、あるいはサージカルマスクとゴーグル/アイシールド/フェイスガー
ドの組み合わせ）、キャップ、ガウン、⼿袋を装着します（図１）

N

95 マスクを使⽤する場 ⾯



•個⼈防護具を着用中また脱⾐時に眼・⿐・⼝の
粘膜に触れないように注意し、図１に⽰すタイ
ミングで⼿指衛⽣を実施します。

•キャップの装着は必須ではありません。ただし、
髪に触れた際に⼿指に付着したウイルスによる
粘膜汚染が懸念されるため、特に髪を触りやす
い⽅はキャップをかぶることを推奨します。

•タイベックⓇ防護服などの全⾝を覆う着⾐の着
用は必須ではありません。

• 基本的にシューズカバーを使用する必要はあ
りません。患者の状態に応じて必要ならば使用
してください。



https://www.youtube.com/watch?v=RDWihQt4xqI

山形大学「7：複数の個人防護具の着脱方法」【約3分半】

（※キャップ、ゴーグルなし）

山形大学「9:検体採取後の個人防護具の処分方法」【約3分】

参考動画

https://www.youtube.com/watch?v=gI2CikKvfeA

※下のURLをクリックしてご覧ください。

※下のURLをクリックしてご覧ください。

N95マスク着脱 山形大学「8:N95マスクの着脱方法」【約3分】

https://www.youtube.com/watch?v=i151b4QBJpk

※下のURLをクリックしてご覧ください。

https://www.youtube.com/watch?v=RDWihQt4xqI
https://www.youtube.com/watch?v=gI2CikKvfeA
https://www.youtube.com/watch?v=i151b4QBJpk


COVID-19のPCR適応





Q 現段階の行政検査の適応につき教えてください

A 37.5℃以上の発熱かつ呼吸器症状を有し、入院を要する肺炎が疑われる
者（特に高齢者又は基礎疾患があるものについては、積極的に考慮する）

症状や新型コロナウイルス感染症患者の接触歴の有無など医師が総合的に
判断した結果、新型コロナウイルス感染症と疑う者・新型コロナウイルス
感染症以外の一般的な呼吸器感染症の病原体検査で陽性となった者であっ
て、その治療への反応が乏しく症状が増悪した場合に、医師が総合的に判
断した結果、新型コロナウイルス感染症と疑う者

（１）以下の検査を行った上で、陰性であった場合には検査を実施するこ
と・季節性インフルエンザにかかる検査・その他⼀般的な呼吸器感染症の
病原体の検査（２）結果判明までに時間がかかる培養検査などについては、
当該検査結果を待つ必要はないこと



COVID-19の可能性のある患者

□熱や呼吸器症状・味覚異常，嗅覚異常があり

１）現在，流行地域から帰宅した同居⼈に発熱・急性の咳などの症
状がある方

２）現在，流行地域から帰った同居⼈が自宅隔離を要請されている方
３）過去14日以内に，海外渡航の履歴がある方
４）過去14日以内に，海外帰国した⼈との濃厚接触歴がある方
５）過去14日以内に，感染者数が急増している都道府県への移動がある方
６）過去14日以内に，屋内で50⼈以上が集まる集会・イベントに参加した

ことがある方

流行地域は非常事態宣言都道府県と他、⼈⼝当たりの
⼈数が多い都道府県への注意が必要です


